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く報告>

連携協力会議実績報告

林 透(大学院教育イニシアティプセンター特任助教)

A Report for Cooperative Mee出 gatUMASS

ToruHAYAS田 (ResearchAssistant Professor， Center for Graduate Education Initiative) 

Abs甘act: Center for Graduate Education Initiative has a plan to have a c∞perative 
meeting periodically. The fir抗 cooperativemeeting was held to promote the 

organizational relationship with University of Massachusetts Amherst. We had 

learned the definition of FD(Faculty Development)， the important element of FD 

service， the structure of educational program design and the educational 

data .collecting environment for IR(Institu七ionalRese町 ch).

[キーワード:組織的連携， FD， OD， IRl 

1 はじめに

大学院教育イニシアティブセンターでは，設置方針の中で，国内外の高等教育研究者等を客員教員やア

ドバイザーに委嘱してアドパイザー会議による助言を得るだけでなく，国内外の関係機関との組織的連携

を図り，定期的に連携協力会議を開催するとしている。

2010年度においては，第1団連携協力会議をアメリカ・マサチューセッツ州立大学アマースト校(以下，

UMASSという)に訪問して開催した。同大学とはそれ以前からの親交が深く，センターアドバイザーを

お願いしているハワード・ピーリー教授がおり，今回の連携協力会議においてもコーディネートをお願い

した。実務担当者レベルでの交流を通して，両大学の組織的連携が一層促進されることを目的とした。

2 UASSでの会議概要

2010年 11月22日(月)に， UMASSにおいて，第 1回連携協力会議を開催した。センターアドバイザー

で四ASS School of Educationのハワード・ピーリー教授の同席のもと，浅野センター長及び林特任助教

が現地を訪れ，教育改善やInstitutional Researchについて意見交換を行い，今後とも組織的な連携を強

化していくことを確認した。同会議での対応者及びその概要は以下のとおりである。

2.1 アメリカの大学におけるmサービスの実態と効果

〔対応者 Dr い eanSorcinelli， Asso叫 P…
Dr. Mei Shih， Associate Director， Center for Teaching 

UMASSには，大学における FD活動全般を所掌する Officeof Faculty Developmentと大学教員の教授法

を中心としたコンサルテーションなどを所掌する Centerfor Teachingが存在する。今回の会議において

も両組織の責任者の方に参加いただいた。実はこのお二人との会合は2回であり，大学院教育イニシアテ



イプセンター設置以前に，アメリカの大宇における教育改善実態調査として訪問している。その内容につ

いては，林 (2010)に詳しい.

その際に.llMASSにおける基本的なFDサービス

をお聞きしていたので，そのことを前提として，今

回の会議では，アメりカにおけるFDの定義付けや，

FDセンターとして取り組むべき事項について具

体的な提案をいただいたゆその詳細は以下のとおり

である。

(1)FDの定義付け

Faculty Development has evolved into a more 

exp皿 siveteTm meant to encompass three key 

areas of develop田 nt・Faculty development focuses on the i岬 rovementof the individual instructor(self-reflection， 
vitality， growth) 

~Instructional development focuses on students' learning by improving the course and 

curricular experience( co町田 andstudent-based initiatives ) 

+Organizational development focuses on the interrelationship and effectiveness of units wi thin 
the institution( progr岨， depart町 ntal，insti凶 tionalefforts ) 

(2) FDセンターとして組織的改善に取り組むべきか。

①宵orkingwith Chairs， Departments， and Other Administrators 

+Assist with c町 'ricul町四formefforts such as General Education， First Year Seminars， 

田 hool/collegeor ca哩 us-wideaccreditation. ch叩 gein course credits( 3 or 4 conversion) ・Developc咽pus-wideNew Faculty and Teaching Assistant Orientations 
~Develop workshops for department chairs such as chair leadership series， offer other 

resources( web resources ) 

~Offer customized teaching development programs within departments 

~invite participation in and/or co-sponsorship of Center activiti田 fro阻 Acad咽 ic白岬uting，

Library， Learning Resources， Research Affairs， Writing Program 

②宵'orkingwi th Facul ty Govern血目血dCa町田 C咽 uniti師

~Serve as ad皿inistrativedesignee on faculty se回 te四 uncils( e. g. on undergrad田 teeducation， 

general educat凹 n，online and blended learni昭)・Serveon task forc田 onevaluation of teaching， review of te凶 reand pro回はonpolicies， new 
classroom buildings血 dspa叫 personalr田 ponsesyst醐 (PRS).c町田 coursemanage田 nt

system 

同大学における四サービスとして重視している事項として，若手教員に対するメンタリングサービス

(以下の概念図参照)や新任の学科評議員に対するアカデミックリーダー養成セミナーなどに取り組んで



いるということであった。上記のアメリカの高等教育業界におけるFDの定義付けに関連して，教員個々の

Instructional Developmentとアカデミックリーダーを養成するといったOrganizati叩 alDevelo凹.entも

含めた多角的な取組を行っていることに着目しておく必要があろう。この点は，日本においても，国立教

育政策研究所FDer研究会 (2009)が.FD-vyプを研究開発l.-， 3つの階層に応じたE百プログラムの

必要性を提示していることは，アメリカのFD概念を書照していると言えよう。
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出典)http://胴nf.umass.edu/ctfd/mentoringjguidelines.shtml

このようなFDセンターが有効に機能するには，大学執行部との連絡関係や部局組織との信頼関係が重要

な要素となる。その点をお三人にお聞きしたところ.Provostとは定期的な打合せの機会を設け，意思疎

通を図っているこ~，新しいプログラムキ新しい組織を動かしていくため，関係部局に足を運び，インタ

ピュー調査やデータ収集を行い，必要とされている=ーズを把握することに努めていることなど，大学執

行部と部局組織との聞をつなぐ重要な役割を果たしている実態が理解できた.

2.2 アメリカの大学における教育指標及び学習成果

〔対柑勘M山山D叩 rPlanning and Ass醐血闇.t ] 

B町民M町丑ynBlaus'国加，D詮前回rInsti血tionalR醐曲目h

アカデミックプランや IRの責任者から，大学4院激育における教育指標の観点や教育・学生情報の収集の

あり方なEについて情報交換を行った. ..里里一一一一一一一一一一一一一 ー
アメリカの大学では，プログラムデザインやコー

スデザインの概念整理が 2000年前後には既に定着

しており，四回Sに限らず，一般的に，ゴーノレやオ

ブジェクテイプを規定すること，さらにはカリキュ

ラムマッピングへの展開などがハンドブックとして

事細かに提供されている。 UMASSのO缶皿of

Academic P1anning & Assessmentが刊行している

PROGRAM -Based Review and Assessment 

τbols and τ也hniques晶rP四.gramImprovem四七ー

に拠れば，以下のような整理表が掲載されている。
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とのような学習成呆凋定の一般化低学士策審敏育で主こ適用されており 大学'指紋脊でほ学位.得草剤

が剥団要要素であるとのととであった.

大学院にお附る敏育指視としては修了期司を重要視しており 以下のよ雪なデータを蓄積し公表も

行qている.各種データについて僧噛咽とのペンチマーキング金作い般有故笹に活かす刃... を飼鴎魁拘

に行っている.アメリカの穆合 NSSE 白:he Natim姐lS~ofS'臥--.......や CMPm.

"""噌a悔.... “血煙鴫d企a'胆 icp:rofteien酬などの文規旗調査が存在するが大学場権に聞躍では NS'
a係費薗している@世..，，，.喝........初d細切.. <R帽""期四国inScienee and Eftein併問喝を怠隠し
ているとのととであった.

アメ"むの女学における・市・学生データ管理は R型:PA"'"，UJ Jl.<lw>atim温1阻Jhtsand Pri ... "，. ACI') 
に則りながら運用が行qている.，臨舗においては広刷年度にデータシステムが整備され般有・.. 隼デ

ータを蕎轡レ定期的な稼働制査や各種データ分街に効皐的に活用できる環境となっている.

一 一一一町一一一 I 

1・一ー一回一一-~~-一一ーー『回・一一一一"，-一一一ーω--ー一一田町一一一一一一一一一一一一一一一向剛山鋤
出船 http:/畑胴..，皿".."""'-畑咽h岨"国iOll.l/d"l旭川_tJlI'Ofil~.1illde.J:.向



3 まとめ

林 (2010)でも述べたところであるが，アメリカの大学は，教育・学生支援の組織やスタッフが専門職

化している。日本においてもそういう傾向が見られつつあるが，大きな格差を感じるのは，教育・学生支

援や IRなどの専門職が組織的に信頼されている点である。教育に関する仕組みゃシステム開発だけでなく，

マンパワーとして専門的スキルを備えたスタッフをセンターに配置することが必要不可欠である。

特に，最近では，教員に対するメンタリングが大切なツールとなってきている。昨年訪問した奈良先端

科学技術大学院大学の教員も同様のことを力説されていたことが印象的であった。新任教員を始めとした

若手教員に同僚性を身に付けさせるための取組を考えていく上でも，センター機能を拡張していくための

諸準備に当たらなければならないと実感した。

また， 1 Rについては，常々実感させられることであるが，日米において，学内での教育・学生情報へ

のアクセス環境とその体制整備に大きな格差が存在する。この点については，本センターの 1Rユニット

において，情報を蓄積できる環境を整備しつつあり，その成果を対外的に示せるように更なる努力を続け

ていきたい。

最後に，連携協力会議については，センターが委嘱している客員教員及びアドバイザーをキーパーソン

として， 2011年度以降も定期的に開催していく予定である。圏内外に存在するFDを中心とした教育セン

ターが抱える課題やその取組には共通したテーマが多いように恩われる。そのような共通的課題について，

組織という墜を超えて，議論し，新たな知見を見出し合えるような機会としていきたいと考えている。
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